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第 1章 魚類 TRPA1の機能解析 




















第 2章 アホロートル TRPA1 のクローニングと機能解析 
次に、有尾両生類で一生を水中で生活するアホロートル TRPA1の cDNAをクローニン















第 3章 魚類と陸上動物の TRPA1の高温活性化特性を支える分子基盤の探索 













(2)ゼブラフィッシュ TRPA1bとフグ TRPA1は低温と高温両方に応答する。 
(3)水中生活をするアホロートル TRPA1 は高温閾値を持つ陸上動物型で、魚類と高温特
性が異なる。 
(4)各動物の TRPA1 の高温活性化特性の決定は、N 末端のアンキリンリピートが重要で
ある。 
(5)各動物の TRPA1の化学物質応答性は動物ごとに異なる。 














- 5 - 
 








獲得していることを突き止めた。更に、陸上動物 TRPA1 と魚類 TRPA1 の間でキメラ
を作り解析することにより、N 端側のアンキリンリピート部に温度応答特性を決定する
部位があることを突き止め、動物は進化的に陸上環境への適応に際して、この部位の機
能変化を獲得していったという説を主張するに至った。 
本研究は、量的・質的に十分な実験結果に裏打ちされたものであり、得られたそれぞ
れの研究成果は当該研究領域で初めてであり、学問的価値も高い。また、動物の進化・
環境適応と TRPA1 の機能に関する著者の主張は、極めて興味深く、オリジナリティー
も高い。また、本研究の成果は「温度センサーである TRP チャネルがどのような仕組
みで、温度で活性化されるのか」という現代生物学の大きな課題に強いインパクトを与
えるものと期待される。 
 以上の結果より、本論文は博士論文に相応しいものと判断した。 
